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　３月３日の桃の節句を前に、２月12日に町立岩橋保育園の遊戯室に
ひな人形が飾られました。女の子の健やかな成長を願い、毎年飾られる
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雛菓子を食べてお祝いをするそうです。
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新
や
耐
震
化
を
進
め
て
い
く
上
で

中
長
期
的
に
財
源
確
保
も
見
通
せ

る
こ
と
か
ら
、
民
間
運
営
は
想
定

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
引
き
続
き
、
安
全
で
お
い
し
い

水
を
安
定
的
に
供
給
し
続
け
て
い

く
た
め
に
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
、

古
く
な
っ
た
施
設
や
水
道
管
の
更

新
工
事
、
耐
震
化
工
事
を
進
め
な

が
ら
健
全
な
水
道
事
業
経
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
12
月
に
水
道
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
の
目
的

は
、
水
道
施
設
の
更
新
や
耐
震
化

の
遅
れ
に
よ
る
漏
水
事
故
等
の
リ

ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
て
経
営
状

況
が
悪
化
し
、
小
規
模
な
水
道
事

業
者
で
は
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
で
き

な
い
お
そ
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
水
道
の
基
盤
強
化
を
図

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
な
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
制

度
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
主
な
改
正
内
容
は
、
１｢

広
域
連

携
の
推
進｣

、
２｢

適
切
な
資
産
管

理
の
推
進｣

、
３「
多
様
な
官
民
連

携
の
推
進
」
で
す
。

　
そ
の
中
の
「
多
様
な
官
民
連
携

の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
給
水
責

任
を
自
治
体
に
残
し
た
上
で
水
道

事
業
の
運
営
を
民
間
に
委
ね
る
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
が
実
施
可
能

と
な
っ
た
も
の
で
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
業
務
効
率
化
を
図
る

上
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
場
合
に
地

方
自
治
体
の
判
断
で
導
入
で
き
る

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
酒
々
井
町
の
水
道
事
業
は
、
こ

れ
ま
で
も
安
定
し
た
経
営
状
況
に

あ
り
〈
表
１
〉、
水
道
施
設
の
更

　平成２９年度の上下水道事業会計の決算を見  ますと、上水道事業では、人口減少の影響もあり、有収水量、料金収入ともに前年度を下回りましたが、当年度純損益は
１億４，６７７万円の黒字となっています。一方、   下水道事業では、上水道料金に比べ下水道使用料を低く抑えていることも影響し、当年度純損益は、５，１０３万円の赤字と
なっており、企業会計移行後赤字が累積している    厳しい状況となっています。

問い合わせ　上下水道課☎（４９６）７７２５
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＜表１＞
※各年度の利益は、翌年度以降の施設更新・耐震化工事の財源に充てています。

４億４００万円５億５,０７８万円
単位：円単位：円

人件費 35,665,536

維持管理費 174,321,628

借入金利息 28,643,300

減価償却費など
165,370,701

純利益
146,779,160

料金収入
462,386,430

その他の収入
88,393,895

支出収入

上
水
道
事
業

町 の 上 下 水 道 事 業 の こ れ か ら
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　平成２９年度の上下水道事業会計の決算を見  ますと、上水道事業では、人口減少の影響もあり、有収水量、料金収入ともに前年度を下回りましたが、当年度純損益は
１億４，６７７万円の黒字となっています。一方、   下水道事業では、上水道料金に比べ下水道使用料を低く抑えていることも影響し、当年度純損益は、５，１０３万円の赤字と
なっており、企業会計移行後赤字が累積している    厳しい状況となっています。

下
水
を
処
理
す
る
た
め
の

収
入
と
支
出（
収
益
的
収
支
）

下
水
道
事
業
会
計

　
町
の
下
水
道
事
業
は
、
平
成
26

年
度
よ
り
公
営
企
業
法
を
適
用
し
、

損
益
計
算
に
よ
り
経
営
内
容
を
明

確
化
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

〈
表
２
〉
に
示
す
と
お
り
各
年
度

で
欠
損
金
が
生
じ
、
赤
字
経
営
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町

決
算
審
査
に
お
き
ま
し
て
も
、
赤

字
解
消
に
向
け
た
対
策
の
検
討
を

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
40
年
代
よ
り
整
備

を
進
め
て
き
た
下
水
道
施
設
は
、

耐
用
年
数
を
迎
え
る
と
更
新
に
多

大
な
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

昨
年
度
の
国
の
財
政
制
度
等
審
議

会
で
は
、
汚
水
処
理
に
関
し
て
受

益
者
負
担
に
よ
る
事
業
運
営
が
強

調
さ
れ
、
将
来
的
に
は
新
設
・
更

新
共
に
国
費
の
投
入
が
先
細
り
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
当
町
で
は
平
成

９
年
度
に
下
水
道
料
金
を
改
定
し

て
以
来
、
消
費
税
の
改
定
を
除
い

て
は
料
金
を
変
更
し
て
お
ら
ず
、

下
水
道
経
営
の
柱
と
な
る
料
金
収

入
は
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。　
　

　
加
え
て
、
年
度
毎
の
赤
字
を
解

消
す
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
で
補
填
し
て
い
ま
す
が
、

下
水
道
事
業
の
原
則
で
あ
る
雨
水

公
費
（
税
金
）、
汚
水
私
費
に
よ

り
、
本
来
は
下
水
道
料
金
で
賄
わ

れ
る
べ
き
汚
水
に
係
る
赤
字
に
税

金
を
充
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
受

益
者
負
担
の
観
点
か
ら
も
不
公
平

な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
町
で
は
、

将
来
を
見
据
え
た
健
全
な
経
営
基

盤
を
確
立
す
る
た
め
、
よ
り
一
層

の
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、

下
水
道
料
金
の
改
定
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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倉
石
公
路
さ
ん
は
、
町
内
で
開

業
医
と
し
て
ご
活
躍
の
傍
ら
長
年

に
わ
た
り
町
内
小
中
学
校
の
学
校

医
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
小
中
学

校
の
学
校
保
健
活
動
の
充
実
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
財
団
法
人　
藤
本
武
弘
育

英
会
は
、
平
成
17
年
よ
り
教
育
研

究
活
動
の
助
成
を
目
的
と
し
た
教

育
機
材
や
楽
器
な
ど
を
毎
年
酒
々

井
中
学
校
に
寄
贈
し
、
学
校
教
育

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
堀
口
昭
子
さ
ん
は
、
43
年
間
に

わ
た
り
、
昭
苑
幼
稚
園
園
長
と
し

て
、
さ
ら
に
平
成
30
年
度
か
ら
は

昭
苑
こ
ど
も
園
初
代
園
長
と
し
て

町
の
幼
児
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
7
年
度
よ
り
、

酒
々
井
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
所
し
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業
に
も
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

第
47
回
印
旛
地
区
小
学
校
陸
上
競

技
大
会　

５
年
男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

第
１
位

第
34
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交

流
大
会　
千
葉
県
選
考
会

５
年
男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

第
１
位

第
34
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交

流
大
会　

５
年
男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル　

第
２
位

第
47
回
印
旛
地
区
小
学
校
陸
上
競

技
大
会　

６
年
男
子
80
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

第
１
位

第
47
回
印
旛
地
区
小
学
校
陸
上
競

技
大
会

６
年
女
子
80
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

第
１
位

第
64
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上

競
技
大
会　
千
葉
県
大
会

女
子
共
通　
四
種
競
技　
第
１
位

第
46
回
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大

会女
子
共
通　
四
種
競
技　
第
８
位

教育委員会表彰受賞おめでとうございます
　町教育委員会では、教育の振興に功績のあった方に贈られる教育功労賞と、学芸やスポーツ部
門で優秀な成績を収めた児童・生徒に贈られる教育奨励賞の表彰者選考において、今年度の受賞
者を決定しましたので紹介します。（順不同）

問い合わせ　学校教育課学校教育班☎ ３１１・３１２

教
育
功
労
賞

教
育
奨
励
賞

故 倉
くらいし

石　公
こ う じ

路さん
（中央台）（理事長　藤

ふじもと

本　弘
ひろみつ

光さん）
（佐倉市）

一般財団法人 藤本武弘育英会

故 堀
ほりぐち

口 昭
あ き こ

子 さん
（東酒々井）

前
ま え だ

田　拓
ひ ろ き

輝さん
 （酒々井小５年）

佐
さ さ き

々木　優
ゆ う が

芽さん
（酒々井小６年）

里
さとよし

吉　遥
は る か

香さん
（酒々井小６年）

鳥
とりうみ

海　柚
ゆ づ き

月さん
（酒々井中３年）
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１
月
23
日
、
佐
倉
警
察
署
に
お

い
て
、
佐
倉
警
察
署
長
感
謝
状
贈

呈
式
が
開
催
さ
れ
、
佐
倉
交
通
安

全
協
会
酒
々
井
支
部
の
市
川
文
雄

さ
ん
、
石
渡
潤
一
さ
ん
の
２
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
川
さ
ん
と
石
渡
さ
ん
は
、
日

々
の
街
頭
監
視
や
行
事
等
に
従
事

し
、
交
通
安
全
活
動
や
警
察
業
務

に
協
力
し
た
功
労
に
よ
り
、
佐
倉

警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
危
機
管
理

室
☎

２
１
６

市
いちかわ

川　文
ふ み お

雄さん
（中央台）

石
いしわた

渡　潤
じゅんいち

一さん
（本佐倉）

佐
倉
警
察
署
長
か
ら
市
川
さ
ん
、石
渡
さ
ん
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　
１
月
24
日
、
千
葉
県
教
育
会
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
18
回
千

葉
県
廃
棄
物
適
正
処
理
推
進
大
会

が
開
催
さ
れ
、
千
葉
県
循
環
型
社

会
形
成
推
進
功
労
者
と
し
て
髙
野

一
男
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
髙
野
さ
ん
は
、
平
成
14
年
か
ら

不
法
投
棄
等
監
視
員
と
し
て
町
の

環
境
保
全
・
環
境
美
化
に
長
年
尽

力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
千
葉
県

環
境
生
活
部
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
経
済
環
境
課
環
境

対
策
室
☎

３
４
２

髙
た か の

野　一
か ず お

男さん
（本佐倉）

人
権
擁
護
委
員
に

柳
橋
康
代
さ
ん

　
１
月
１
日
付
で
、
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
に
、
柳
橋
康
代

さ
ん
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
地
域
の
住
民

が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
や
人

権
相
談
を
受
け
る
な
ど
、
積
極
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
町
で
は
毎
月
第
２
火
曜

日
に
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
差
別
、
子
ど
も
の
い
じ
め
、
い

や
が
ら
せ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵

害
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
人
権

推
進
室
☎

１
３
６

柳
やなぎばし

橋　康
や す よ

代さん
（上岩橋）

千
葉
県
環
境
生
活
部
か
ら
髙
野
さ
ん
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

平
成
31
年
度
高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
事
業
の
申
請
受
け
付
け
を
開
始

　
運
転
免
許
証
を
有
し
て
い
な
い

満
75
歳
以
上
の
方
な
ど
が
、
町
内

の
移
動
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た

際
、
運
賃
の
一
部
を
助
成
す
る
事

業
の
申
請
受
け
付
け
を
３
月
12
日

㈫
か
ら
開
始
し
ま
す
。

【
対　

象
】　
町
内
に
居
住
し
、
住

民
登
録
を
さ
れ
て
お
り
、
満
75
歳

以
上
の
方
で
、
次
の
ど
ち
ら
か
に

該
当
す
る
方
。

①
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
な
い

方
。

②
病
気
な
ど
に
よ
り
自
動
車
な
ど

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
。

（
運
転
で
き
な
い
期
間
が
対
象
）

※
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
対
象

者
は
選
択
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
受

給
し
て
い
る
方
は
、
受
給
期
間
に

限
り
対
象
外
で
す
。

【
助
成
内
容
・
利
用
方
法
】

●
利
用
助
成
券（
１
枚
５
０
０
円
）

を
１
カ
月
に
つ
き
４
枚
の
割
合
で

年
度
分
を
交
付
し
ま
す
。

●
利
用
可
能
区
域
は
、
町
内
の
移

動
の
み
で
１
回
の
乗
車
に
つ
き
、

運
賃
を
超
え
な
い
範
囲
で
２
枚
ま

で
使
用
で
き
ま
す
。（
２
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
も
利
用
可
能
で
す
）

●
年
度
途
中
は
、
申
請
し
た
月
か

ら
の
年
度
分
を
交
付
し
ま
す
。

●
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
し
た
際
、
利

用
助
成
券
と
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
を
運
転
手
に
提
示
し
、
料
金

を
支
払
う
と
き
に
利
用
助
成
券
を

お
渡
し
く
だ
さ
い
。　

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

●
印
鑑

●
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険

者
証
、
運
転
経
歴
証
明
書
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

●
対
象
①
の
方　
運
転
経
歴
証
明

書
ま
た
は
運
転
免
許
の
取
消
通
知

書※
証
明
書
な
ど
が
な
い
場
合
は
、

申
請
書
の
確
認
書
欄
に
記
入
す
る

こ
と
で
申
請
で
き
ま
す
。

●
対
象
②
の
方　
診
断
書

申
請
書
受
付
開
始
日　
３
月
12
日

㈫利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社　
潤

間
乗
用
自
動
車
有
限
会
社
☎
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０（
４
９
８
）

１
５
１

※
注　

意　

平
成
30
年
度
分
の
利

用
助
成
券
は
、
平
成
31
年
４
月
１

日
以
降
、
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
福
祉

班
☎

１
３
３
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４
月
に
県
議
会
議
員
と
町
議
会

議
員
の
２
つ
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
の
声
を
一
票
に
託
し
、

棄
権
す
る
こ
と
な
く
必
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
今
回
の
県
議
会
議
員
選

挙
は
佐
倉
市
と
同
じ
選
挙
区
に
な

っ
た
た
め
、「
印
旛
郡
選
挙
区
」
か

ら
「
佐
倉
市
・
印
旛
郡
酒
々
井
町

選
挙
区
」に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

告
示
日　
３
月
29
日
㈮

投
票
日　
４
月
７
日
㈰

●
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

期　

間　
３
月
30
日
㈯
～
４
月
６

日
㈯

時　

間　
８
時
30
分
～
20
時

会　

場　
役
場
分
庁
舎
２
階
第
１

多
目
的
室

●
投
票
で
き
る
方

　
次
の
要
件
を
備
え
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

【
年　

齢
】　
平
成
13
年
４
月
８
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
住　

所
】　
平
成
30
年
12
月
28
日

以
前
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方

●
県
外
に
転
出
さ
れ
た
方

　
千
葉
県
外
に
転
出
さ
れ
た
場
合

は
県
議
会
議
員
選
挙
に
投
票
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

告
示
日　
４
月
16
日
㈫

投
票
日　
４
月
21
日
㈰

●
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

期　

間　
４
月
17
日
㈬
～
４
月
20

日
㈯

時　

間　
８
時
30
分
～
20
時

会　

場　
役
場
分
庁
舎
２
階
第
１

多
目
的
室

●
投
票
で
き
る
方

　
次
の
要
件
を
備
え
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

【
年　

齢
】　
平
成
13
年
４
月
22
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
住　

所
】　
平
成
31
年
１
月
15
日

以
前
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方

●
町
外
に
転
出
さ
れ
た
方

　
酒
々
井
町
外
に
転
出
さ
れ
た
場

合
は
町
議
会
議
員
選
挙
に
投
票
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日　

時　
４
月
16
日
㈫　
８
時
30

分
～
17
時

会　

場　
役
場
分
庁
舎
２
階
第
２

多
目
的
室

立
候
補
で
き
る
方　
町
議
会
議
員

の
選
挙
権
を
有
し
て
い
る
方
で
、

４
月
21
日
現
在
、
満
25
歳
以
上
の

方問
い
合
わ
せ　
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）
☎

２
１
４

　
３
月
定
例
議
会
は
３
月
５
日
㈫

か
ら
10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。
な
お
、
議
会
の
本

会
議
は
役
場
中
央
庁
舎
３
階
の
議

場
で
開
催
さ
れ
、
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
議
会
事
務
局
☎

２
５
１・２
５
２

　
60
歳
未
満
の
会
社
員
や
公
務
員

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
方
（
第
２
号
被
保
険
者
）
が
退

職
さ
れ
た
場
合
は
、
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
の
加
入
手
続
き
が

必
要
で
す
。
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
60
歳
未
満
の
配
偶
者
の
方

（
第
３
号
被
保
険
者
）
も
第
１
号

被
保
険
者
と
な
り
、
種
別
変
更
手

続
き
と
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
60
歳
未
満
の
第
３
号
被

保
険
者
の
方
で
、
第
２
号
被
保
険

者
の
配
偶
者
が
、
65
歳
を
超
え
た

場
合
や
離
婚
し
た
場
合
な
ど
も
、

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
、
種
別

変
更
手
続
き
と
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
年
金
手

帳
・
退
職
日
が
わ
か
る
書
類
な
ど

を
持
参
の
上
、健
康
福
祉
課
国
保
年

金
班
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
１・１
２
２

　
移
動
交
番
は
各
種
届
出
の
受
理

や
周
辺
の
警
戒
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
実
情
に

沿
っ
た
情
報
発
信
や
犯
罪
抑
止
活

動
を
行
い
ま
す
。

開
設
予
定
日
時
と
場
所

Ｊ
Ｒ
酒
々
井
駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー

３
月
７
日
㈭　
14
時
～
15
時
30
分

３
月
20
日
㈬　
10
時
～
11
時
30
分

酒
々
井
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト

３
月
８
日
㈮
、
22
日
㈮　
14
時
～

15
時
30
分

ス
ー
パ
ー
タ
イ
ヨ
ー
酒
々
井
店

３
月
15
日
㈮　
10
時
～
11
時
30
分

※
開
設
日
は
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ　
佐
倉
警
察
署
地
域

課
移
動
交
番
係
☎
（
４
８
４
）
０

１
１
０

県
議
会
議
員
選
挙

町
議
会
議
員
選
挙

第
19
回
統
一
地
方
選
挙

お
も
い
の
せ　
み
ら
い
を
た
く
す　
と
う
ひ
ょ
う
日

町
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
の
届
出

町
議
会
は
３
月
５
日
㈫

か
ら
開
会
予
定

会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
、

扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
の
方

国
民
年
金
へ
の
変
更

手
続
き
は
お
済
で
す
か

３
月
の
移
動
交
番

開
設
日
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３
月
15
日
㈮
は
、
所
得
税
お
よ

び
復
興
特
別
所
得
税
と
町
・
県
民

税（
住
民
税
）の
申
告
期
限
で
す
。

申
告
の
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
告
会
場
の
案
内
】

①
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
２
階
イ
オ

ン
ホ
ー
ル　
９
時
～
16
時

＊
提
出
は
17
時
ま
で

■
相
談
・
受
け
付
け
内
容　
所
得

税
・
贈
与
税
・
消
費
税
な
ど

②
役
場
中
央
公
民
館
２
階
研
修
室

９
時
～
11
時
・
13
時
～
15
時

＊
提
出
は
17
時
ま
で

■
相
談
・
受
け
付
け
内
容　
所
得

税
の
確
定
申
告
、
住
民
税
の
申
告

【
お
知
ら
せ
】

・
申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
も
し
く
は
通
知
カ
ー
ド
と
本
人

確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の

添
付
が
必
要
で
す
。

・
混
雑
状
況
に
よ
り
、
早
め
に
受

け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

・
所
得
税
の
申
告
は
、
相
談
内
容

に
よ
っ
て
、
役
場
中
央
公
民
館
で

は
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ

り
、
収
支
内
訳
書
が
作
成
で
き
て

い
な
い
方
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

24
時
間
い
つ
で
も
利
用
で
き
、
印

刷
し
て
書
面
で
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w

.nta.go.jp/
※
詳
し
く
は
、
広
報
１
月
号
の
５

ペ
ー
ジ
お
よ
び
２
月
号
の
４・
５

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
所
得
税
…
成
田
税

務
署
☎
０
４
７
６
（
２
８
）
５
１

５
１
、
住
民
税
…
税
務
住
民
課
住

民
税
班
☎

１
１
１
～
１
１
３

　
平
成
29
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）

が
２
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。　

　
対
象
車
は
、
平
成
29
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

に
、
初
め
て
車
両
番
号
を
取
得
し

た
三
輪
お
よ
び
四
輪
の
軽
自
動
車

で
、
排
出
ガ
ス
性
能
お
よ
び
燃
費

性
能
の
優
れ
た
車
種
に
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
燃
費
基
準
お
よ
び
税
額
等
詳
細

に
つ
い
て
は
、〈
表
〉
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
30
　
年
度
に

グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
よ
り
軽
課
対

象
と
な
っ
た
車
両
は
、
平
成
31
　
年

度
か
ら
標
準
税
額
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
住
民
課
住
民

税
班
☎

１
１
１
～
１
１
３

＜表＞グリーン化特例税額表

◆（ア）電気自動車・天然ガス車（平成21年排出ガス10％低減達成車） ◆（イ）乗　用：平成17年排出ガス基準75％低減達成かつ
平成32年度燃費基準＋30％達成車、貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成かつ平成27年度燃費基準＋35％達成車 ◆（ウ）
乗用：平成17年排出ガス基準75％低減達成かつ平成32年度燃費基準＋10％達成車、貨物用：平成17年排出ガス基準75％低
減達成かつ平成27年度燃費基準＋15％達成車　※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

車　　　種
標準税額

（平成 27 年 4 月 1 日以降に
最初の新規検査をした車両）

軽課税額

75％軽減（ア）50％軽減（イ）25％軽減（ウ）

３輪 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円
４
輪
以
上

乗　用 営業用 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円
自家用 10,800 円　 2,700 円 5,400 円 8,100 円

貨物用 営業用 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円
自家用 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円

仕事たのんでみようかな？ 

入会してみようかな？ 

シルバーは町の皆さんが、安心して仕事をたのめる便利屋さんです。
庭の手入れ・屋内外片付け・家具移動・家事支援
その他　なんでもお気軽に☎相談してください！

60歳以上で、働く意欲のある方ならOKです。
現在約 150 人の会員がいろいろな仕事で活躍中
あなたも一緒にシルバーで働きませんか！

公益社団法人　酒々井町シルバー人材センター
酒々井町酒々井 167-5　　☎043-496-4077（土日祝☎受付は休みです）

広告

確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
は

お
済
み
で
す
か
？

軽
自
動
車
税
の

グ
リ
ー
ン
化
特
例

（
軽
課
）
の
延
長
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こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
る
こ
と
で
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と

も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

【
た
き
火
に
よ
る
火
災
が
増
え
て

い
ま
す
】

　
平
成
30
年
中
の
佐
倉
市
、
八
街

市
お
よ
び
酒
々
井
町
で
発
生
し
た

火
災
件
数
は
83
件
で
、
出
火
原
因

の
第
１
位
は
「
た
き
火
」
で
す
。

　
た
き
火
を
し
て
い
る
間
は
、
必

ず
消
火
の
準
備
を
行
い
、
そ
の
場

を
離
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
き

火
が
終
わ
っ
た
後
は
、
確
実
に
消

火
し
ま
し
ょ
う
。

　
風
の
強
い
日
や
空
気
が
乾
燥
し

た
日
に
、
た
き
火
を
行
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

３
つ
の
習
慣

◆
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◆
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

◆
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

◆
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◆
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

◆
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。

◆
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

【
わ
が
家
の
火
災
警
報
器
、
い
ま

す
ぐ
チ
ェ
ッ
ク
】

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く

な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池

切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
と
て

も
危
険
で
す
。
10
年
を
目
安
に
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ボ
タ
ン
を
押
す
、
ま
た
は
ひ
も

を
ひ
い
て
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ

う
。
10
年
経
っ
て
い
な
く
て
も
、

故
障
な
ど
の
場
合
は
交
換
が
必
要

で
す
。

◆
設
置
時
期
を
確
認
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た

と
き
に
記
入
し
た
「
設
置
年
月
」、

ま
た
は
、
本
体
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
製
造
年
」
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
消
防
組
合
消
防
本

部
予
防
課
☎
（
４
８
１
）
１
２
１

７

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施　
３
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭

　
全
国
統
一
防
火
標
語

　
　
﹃
忘
れ
て
な
い
？　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に　
火
の
確
認
﹄

岩橋保育園
時間外保育士・土曜日出勤保育士

募集人員　数人　
勤務期間　４月１日㈪～６カ月または１年
勤務時間　①時間外保育士　７時～８時30分、16
時30分～20時　②土曜日出勤保育士　９時～18時
※勤務時間や曜日についてはご相談に応じます。
勤務場所　岩橋保育園
賃　金　時給1,200円、①で資格なしの場合は950円

（交通費は規定により支給）
その他　有給、保険等あり（一定の基準あり）
※時間外については、朝のみまたは夕のみの勤務も
可能です。資格をお持ちでない方もご相談ください。
※嘱託員には割増賃金も支給されます
応募資格　保育士資格をお持ちの方
応募方法　①嘱託員等登録申込書　②履歴書と保育
士証の写し各１部を持参の上、岩橋保育園へお申し
込みください。（後日、面接を行います。）
問い合わせ　町立岩橋保育園☎（４９６）１６２５

募集人員　①受付事務（日勤）２人、②受付事務（夜
勤）５人、③清掃業務２人、④清掃業務１人
勤務期間　①～③は４月１日㈪～９月30日㈪、④は
５月１日㈬～10月31日㈭
勤務日時　①は土曜日・日曜日・祝日８時30分～17
時（月に４日程度）、②は月曜日～日曜日17時～21
時（月に８日程度）、③④は月曜日～日曜日８時～
12時（週に２日～３日程度）
勤務場所　酒々井コミュニティプラザ
賃　金　①は時給930円、②～④は時給980円（交
通費は規定により支給）
その他　労災あり（社会保険、雇用保険なし）
応募資格　町内在住で18歳以上（高校生不可）の方
応募方法　３月６日㈬までに嘱託員等登録申込書（写
真添付）を持参の上、酒々井コミュニティプラザへ
お申し込みください。（後日、面接を行います。）
問い合わせ　酒々井コミュニティプラザ☎（４９６）
４４６１

酒々井コミュニティプラザ
受付事務・清掃業務

※各臨時職員募集の応募方法にある「臨時職員等
登録申込書」については、住民協働課窓口または
町ホームページから入手してください。

募集人員　１人
勤務日時　月曜日～金曜日　８時～16時45分
勤務場所　給食センター
報　酬　201,500円（交通費は規定により支給）
その他　労災あり（社会保険、雇用保険あり）
応募資格　栄養士有資格者
応募方法　嘱託員等登録申込書（写真添付）を持参
の上、給食センターへお申し込みください。（後日、
面接を行います。）
問い合わせ　給食センター☎（４９６）１１５１

給食センター栄養士募集

臨時・嘱託職員募集
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【
作
品
の
テ
ー
マ
】

ふ
る
さ
と
酒
々
井
の
情
景

・
酒
々
井
町
な
ら
で
は
の
四
季
折

々
の
「
自
然
、
風
景
、
祭
」
な
ど

の
魅
力
あ
る
写
真

・
酒
々
井
町
の
新
た
な
魅
力
を
発

見
す
る
写
真

・
酒
々
井
町
で
生
き
生
き
と
暮
ら

す
人
々
の
情
景
写
真

【
応
募
作
品
】

　
２
０
１
６
年
１
月
１
日
以
降
か

ら
締
め
切
り
日
ま
で
に
、
応
募
者

本
人
が
撮
影
し
著
作
権
を
有
し
て

い
る
未
発
表
の
作
品
で
、
酒
々
井

町
内
で
撮
影
し
た
四
季
折
々
の
自

然
・
風
景
、
史
跡
・
文
化
財
、
伝

統
芸
能
・
祭（
催
）事
、
農
業
お
よ

び
産
業
等
の
ほ
か
町
の
新
た
な
魅

力
を
再
発
見
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

写
真
や
酒
々
井
町
で
生
き
生
き
と

暮
ら
す
人
々
の
情
景
写
真
を
募
集

し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　
２
０
１
９
年
７
月
１
日
㈪
か
ら

２
０
１
９
年
９
月
13
日
㈮
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）
８
時
30
分
～
17
時
15

分・
受
付
時
間
以
外
に
写
真
の
受
け

取
り
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
応
募
資
格
】

・
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
限
定
。
居
住

地
、
年
齢
、
性
別
な
ど
に
は
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
写
真
原
版
も
し
く
は
写
真
デ
ー

タ
を
提
出
で
き
る
方
。

【
応
募
方
法
】

・
写
真
の
サ
イ
ズ
は
、
六
つ
切
ま

た
は
Ａ
４
版
と
し
て
現
像
し
、
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
た
写
真
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
点
数
は
１
人
３
点
ま
で
、

作
品
１
点
に
つ
き
１
枚
の
応
募
票

を
使
用
し
て
、
作
品
の
裏
面
に
、

必
要
事
項
〔
作
品
の
タ
イ
ト
ル
、

撮
影
場
所
、 

撮
影
日
、
作
品
の
説

明
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、

電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〕

を
記
載
し
た
応
募
票
を
貼
付
し
て
、

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
応
募
く
だ

さ
い
。

・
応
募
票
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ

い
。

https://www.town.shisui.chiba.
jp/docs/2018090700029/

・
応
募
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て

は
、
応
募
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
作
品
の
出
品
料
は
無
料
で
す
。

※
詳
細
は
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
】

酒
々
井
町
企
画
財
政
課
広
報
広
聴

班
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

〒
２
８
５

－

８
５
１
０　
千
葉
県

印
旛
郡
酒
々
井
町
中
央
台
４
丁
目

11
番
地　
☎
（
４
９
６
）
１
１
７

１

２
２
３　

（
４
９
６
）
４

５
４
１　

 kouhou@
tow

n.
shisui.chiba.jp

問
い
合
わ
せ　
酒
々
井
町
企
画
財

政
課
広
報
広
聴
班
☎

２
２
３

町
制
施
行
１
３
０
周
年
記
念
事
業

「
ふ
る
さ
と
酒
々
井
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」開
催

　
当
町
は
、
明
治
22
年
の
町
制
施
行
以
来
、
合
併
の
歴
史

を
た
ど
ら
ず
に
日
本
一
古
い
歴
史
を
保
ち
続
け
た
ま
ま
、

４
月
に
町
制
施
行
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
町
制
施
行

１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
民
が
町
の
魅

力
を
再
認
識
・
再
発
見
す
る
こ
と
に
よ
り
町
へ
の
郷
土
愛

の
醸
成
や
地
域
へ
の
誇
り
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
ふ
る

さ
と
酒
々
井
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
入
賞
さ
れ
た
作
品
を
町
の
認
知
度
お
よ
び
イ
メ
ー
ジ
向

上
の
た
め
、
町
観
光
Ｐ
Ｒ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
町
の
公
式

サ
イ
ト
な
ど
で
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
京
成
酒
々
井
駅
東
口
自
転
車
等

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
は
登
録

が
必
要
で
す
。
登
録
条
件
は
京
成

酒
々
井
駅
の
改
札
口
か
ら
直
線
で

３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
居

住
し
て
い
る
方
で
す
。
な
お
、
平

成
30
年
度
の
利
用
登
録
を
し
て
い

る
方
も
、
引
き
続
き
４
月
１
日
㈪

か
ら
利
用
す
る
場
合
は
３
月
29
日

㈮
ま
で
に
登
録
手
続
き
が
必
要
で

す
。

受
付
期
間　
３
月
19
日
㈫
～
３
月

29
日
㈮
（
23
日
・
24
日
の
み
土
・

日
も
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。）

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時

※
23
日
・
24
日
は
、
９
時
～
16
時

受
付
会
場　
ま
ち
づ
く
り
課
（
分

庁
舎
１
階
）
※
23
日
・
24
日
は
中

央
庁
舎
１
階
会
議
室

登
録
手
数
料　
〈
表
〉の
と
お
り

必
要
な
も
の　
利
用
者
の
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
証
明
で
き
る
も
の

（
免
許
証
・
保
険
証
・
学
生
証
な

ど
）、
印
鑑
、
登
録
手
数
料
。

※
自
転
車
を
登
録
す
る
方
は
、
車

体
番
号
、
防
犯
登
録
番
号
お
よ
び

車
体
の
色
を
登
録
い
た
だ
き
ま

す
。
原
動
機
付
自
転
車
（
登
録
で

き
る
の
は
総
排
気
量
１
２
５
ｃ
ｃ

未
満
に
限
る
）を
登
録
す
る
方
は
、

標
識
交
付
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
以
降
登
録
が
必
要
と

な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
記
載
し

て
あ
る
受
付
期
間
を
過
ぎ
て
も
、

ま
ち
づ
く
り
課
で
登
録
手
続
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
課　

維
持
管
理
班
☎

１
５
２

平
成
31
年
度 

京
成
酒
々
井
駅
東
口

自
転
車
等
駐
車
場
登
録

＜表＞登録手数料

区分

金額（年間）

自転車 原動機付自転車

一般 3,600円 6,000円

高校生以下 1,800円 6,000円

※町民以外の方は上記金額の 2 倍になります
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新しい発見や体験で充実した青樹堂ライフに！

酒々井町をもっとよく知るための「しすい学」は、
施設見学や自然観察などの館外学習も予定しています。

し
す
い
ラ
イ
フ
に

を

輝
き

し
す
い
青せ

い
じ
�
ど
う

樹
堂　
七
期
生　
募
集募

集
内
容

参
加
者
の
声

　

中
央
公
民
館
で
は
、「
酒
々
井

を
知
り
・
し
す
い
ラ
イ
フ
に
輝
き

を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
し
す
い

青
樹
堂
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、四
月
に
開
講
す
る「
し

す
い
青
樹
堂
七
期
生
」（
２
年
制
）

を
募
集
し
ま
す
。

　
わ
が
町
「
酒
々
井
」
の
歴
史
や

文
化
・
自
然
に
触
れ
る
新
た
な
発

見
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
、
ゆ
か

い
な
仲
間
と
楽
し
く
豊
か
な
「
し

す
い
ラ
イ
フ
」
を
輝
か
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。

受
講
日　

原
則
木
曜
日
（
毎
月
２

回
）

受
講
時
間　
10
時
～
12
時
、
13
時

30
分
～
15
時
30
分

受
講
期
間　
４
月
～
２
年
間

対　

象　
町
内
在
住
の
方

定　

員　
20
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
年
間
５
０
０
０
円
（
受

講
料
お
よ
び
運
営
費
）
そ
の
他
実

費
負
担
あ
り
。

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
中
央
公

民
館
窓
口
で
、
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
３
月
31
日
㈰

結
果
通
知　
４
月
上
旬

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館
青
樹

堂
担
当
☎
（
４
９
６
）
５
３
２
１

【
入
門
の
き
っ
か
け
】

　
酒
々
井
に
長
年
住
ん
で
い
ま
す

が
、
定
年
を
機
に
酒
々
井
の
歴
史

を
学
ん
で
み
た
い
と
思
い
入
門
し

ま
し
た
。

【
酒
々
井
町
の
歴
史
に
つ
い
て
】

　
興
味
関
心
の
尽
き
な
い
講
座
内

容
で
、
古
い
歴
史
の
あ
る
町
に
住

ん
で
い
る
こ
と
に
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

【
地
域
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
講
座
】

　
講
師
の
先
生
の
作
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
お
聞
き
し
大

変
さ
も
分
か
り
ま
し
た
。　

　
酒
々
井
町
の
活
性
化
に
何
が
大

切
か
じ
っ
く
り
考
え
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　しすい青樹堂１年生では、酒々井町および町
外の自然、歴史、文化健康等体験と知識に磨き
をかけることを目指した学習内容です。
　また、２年生では行政・身近な歴史、文化等
に加え地域やまちづくり等について学びます。

※しすい青樹堂の学習内容（例）
「酒々井町の歴史」、「野草観察」、「町長講話」、「健康体操」、
「世代間交流」、「町内外の施設見学」、「介護の現状、体験」、
「町内を歩いてみよう」、「本佐倉城跡見学」、「薬と健康」、
「経済と暮らし」、「落語の世界」、「中高年の健康づくり」、
「日本のエネルギーを考える」、「模擬裁判体験」等
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講義にも熱が入ります！

明るく！楽しく！和やかに
時には外でのびのびと！

～
ま
ち
づ
く
り
の
指
導
者
へ
～

青
樹
堂
師
範
塾　
四
期
生　
募
集募

集
内
容

　
中
央
公
民
館
で
は
、
ふ
る
さ
と

酒
々
井
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
者
を

養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
青
樹
堂
師
範
塾
」（
１
年
制
）
の

四
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
主
な
学
習
内
容
と
し
て
、「
ま
ち

づ
く
り
」
に
必
要
な
専
門
講
座
の

実
施
、
課
題
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
課
題
分
析
お
よ

び
調
査
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

受
講
日　

原
則
水
曜
日
（
毎
月
２

回
）

受
講
時
間　
10
時
～
12
時
、
13
時

30
分
～
15
時
30
分

受
講
期
間

４
月
～
翌
年
３
月
（
１
年
間
）

受
講
資
格　

①
「
カ
レ
ッ
ジ
コ
ー
ス
」
ま
た
は

「
し
す
い
青
樹
堂
」
の
卒
業
生　

②
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
行

動
し
て
み
た
い
方
※
①
ま
た
は
②

の
条
件
を
満
た
す
方

定　

員　
10
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
年
間
５
０
０
０
円

（
受
講
料
お
よ
び
運
営
費
）
こ
の

他
に
実
費
負
担
あ
り
。

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
中
央
公

民
館
窓
口
で
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
３
月
31
日
㈰

結
果
通
知　
４
月
上
旬

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館
青
樹

堂
担
当　
☎（
４
９
６
）５
３
２
１

　
「
青
樹
堂
」
と
は
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
酒
々
井
町
下

宿
に
実
在
し
た
石い
し
い井
平へ

い
べ
い
兵
衛
さ

ん
が
開
い
た
手
習
い
塾
の
名
称

で
す
。

　
手
習
塾
（
寺
子
屋
）
で
は
読

み
書
き
、
そ
ろ
ば
ん
が
中
心
で

す
が
、
青
樹
堂
で
は
、
こ
の
他

に
地
理
や
歴
史
、
道
徳
な
ど
も

教
え
て
い
ま
し
た
。
酒
々
井
で

は
教
育
に
力
を
入
れ
、
未
来
を

担
う
人
材
育
成
に
力
を
注
い
で

い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
こ
の
歴
史
あ
る
青
樹
堂
の
名

称
を
現
代
へ
引
き
継
ぎ
、
生
涯

学
習
推
進
の
場
で
あ
る
公
民

館
で
の
主
催
事
業
の
総
称
を

「
酒
々
井
町
青
樹
堂
」
と
し
て

名
付
け
ま
し
た
。

　
青
樹
堂
で
は
、
生
涯
学
習
に

必
要
な
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
、
地
域
の
皆
様
が
共
に

楽
し
く
学
べ
る
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
青
樹
堂
事

業
に
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

「青樹堂師範塾」って？
　しすい青樹堂が大学なら青樹堂師範塾は大学院。大学院といっても誰でも学び
たい人が学べる自分磨きのできる講座です。
　青樹堂師範塾では様々な講義を受講することはもちろんですが、塾生が自ら行
動し住みよいまちづくりを考える調査研究を行います。あらゆる視点から酒々井
町をよりよい町へ導くようなきっかけづくりを行っていただきたいのです。

※青樹堂師範塾学習内容（例）
「まちづくりのスキル」、「中高年の健康づくり」、「町長講話」
「実践的スピーチコミュニケーションのすすめ」「身近な福祉を学ぶ」、
「地域資源の発掘と活用」、「酒々井町を学ぶ」、「町内外の施設見学」等

酒
々
井
町
青
樹
堂
と
は

公
民
館
主
催
事
業
の

総
称
で
す
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山や
ま
ざ
き崎　

一か
ず
ひ
こ彦
氏

（
４
０
０
メ
ー
ト
ル
障
害　
前
日
本
記
録
保
持
者
。
バ
ル

セ
ロ
ナ
、
ア
ト
ラ
ン
タ
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本

代
表
。
公
益
財
団
法
人
日
本
陸
上
競
技
連
盟
強
化
副
委
員

長
。
順
天
堂
大
学
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
研
究
科
教

授
、
同
大
学
陸
上
競
技
部
監
督
）

北き
た
が
わ川　

貴た
か
ま
さ理
氏

（
４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
日
本
代
表
。
２
０
１
７
年
日
本
選
手
権
１
位
。

ロ
ン
ド
ン
世
界
選
手
権
日
本
代
表
。）

　
じ
っ
く
り
半
年
か
け
て
、
大
好

き
な
武
将
に
変
身
で
き
る
甲
冑
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
第
１
回
目

で
は
、
ご
夫
婦
で
一
着
の
甲
冑
を

協
力
し
な
が
ら
作
ら
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
公
民
館
ロ

ビ
ー
に
て
製
作
見
本
を
展
示
中
で

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日　

程　
参
加
者
説
明
会
を
３
月

22
日
㈮
に
行
い
、
製
作
は
、
４
月

か
ら
毎
週
金
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。

（
月
３
回
ま
た
は
４
回
）
９
月
末

の
完
成
予
定
で
す
。

時　

間　
13
時
～
16
時

会　

場　
中
央
公
民
館
工
芸
室

対　

象　
町
在
住
・
在
勤
者

定　

員　
10
人
（
申
し
込
み
先
着

順
）

参
加
費　

５
万
円
程
度
（
な
お
、

サ
イ
ズ
は
大
人
用
・
子
供
用
・
幼

児
用
が
あ
り
、
仕
上
が
り
の
希
望

に
よ
っ
て
別
途
材
料
費
等
が
か
か

り
ま
す
。）

注
意
点　
自
宅
で
の
作
業
も
必
要

に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
は
製
作
途

中
の
甲
冑
は
持
ち
帰
り
が
必
要
で

す
。
日
時
は
月
に
よ
っ
て
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　
３
月
15
日
㈮
ま
で
に

電
話
ま
た
は
中
央
公
民
館
の
窓
口

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館
☎

（
４
９
６
）
５
３
２
１

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
事
業
）

陸
上
競
技
教
室

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
体
験
し
よ
う
！

「
手
作
り
甲
冑
教
室
」

～
リ
ア
ル
な
甲
冑
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
～

第２回

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
！

日　

時　
３
月
16
日
㈯　
13
時
30
分
か
ら

会　

場　
順
天
堂
大
学
陸
上
競
技
場

対　

象　
小
学
生
５・６
年
生
、
中
学
生
対
象
（
見
学
自
由
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

日
本
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
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僕
た
ち
の
青
春
を
合
言
葉
に
昔

懐
か
し
の
今
な
お
人
気
な
「
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
」、
南
国
ム
ー
ド
の
ウ

ク
レ
レ
・
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ッ
プ
ス
、

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
演
奏
が
あ
り
ま

す
。
若
か
り
し
頃
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
さ
せ
て
く
れ
る
サ
ウ
ン
ド
・

歌
を
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
す
か
。

女
性
バ
ン
ド
と
フ
ラ
チ
ー
ム
が
応

援
に
駆
け
付
け
ま
す
。

日　

時　
３
月
16
日
㈯　
12
時
開

場
、
12
時
30
分
開
演

会　

場　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井

文
化
ホ
ー
ル

定　

員　
12
人
（
申
し
込
み
先
着

順
）

申
込
方
法　
３
月
１
日
㈮
の
９
時

か
ら
、
電
話
で
隣
保
館
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
隣
保

館
☎
（
４
９
６
）
１
１
０
７

日　

程　
４
月
７
日
㈰
か
ら
各
日

曜
日

会　

場　
総
合
公
園
野
球
場
他

【
抽
選
会
】

日　

時　
３
月
23
日
㈯　
19
時
～

会　

場　
中
央
公
民
館
会
議
室

対　

象　
平
成
31
年
度
町
野
球
連

盟
に
登
録
さ
れ
た
チ
ー
ム

※
新
た
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合

は
、
３
月
８
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学

習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
☎
（
４

９
６
）
５
３
３
４

第
12
回　

僕
た
ち
の
青
春  

お
じ
さ
ん
ず
ラ
イ
ブ 

in 

し
す
い

※
駐
車
場
は
、
臨
時
駐
車
場
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

出
演
者　

成
田
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
、

コ
コ
ナ
ッ
ツ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
し
す

い
ウ
ク
レ
レ
サ
ー
ク
ル
、
シ
ル
バ

ー
・
ウ
イ
ン
グ
ス
、
ノ
ア
・
ブ
リ

ー
ズ
、
ア
ヴ
ァ
ブ
ビ　
オ　
ケ　

ア
オ
（
フ
ラ
）、
さ
ざ
な
み
・
シ
ス

タ
ー
ズ

定　

員　
３
５
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料　
無
料

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館
☎（
４

９
６
）
５
３
２
１

　
町
隣
保
館
で
は
、
四
季
折
々
の

料
理
づ
く
り
を
通
し
て
、
地
域
の

交
流
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
食
卓
を
華
や
か
に
す
る
、
春

に
ふ
さ
わ
し
い
お
祝
い
や
パ
ー
テ

ィ
ー
に
も
使
え
る
料
理
を
作
り
ま

す
。

日　

時　
３
月
10
日
㈰　
９
時
～

13
時

会　

場　
隣
保
館

講　

師　
小
別
當
ひ
ろ
子
さ
ん

参
加
費　
５
０
０
円
程
度
（
材
料

代
）
※
当
日
集
金
し
ま
す

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

筆
記
用
具

簡
単
料
理
で
お
・
も
・
て
・
な
・
し
！

春
季
町
内
野
球
大
会

日　時　３月16日㈯　12時30分～（受け付け12時～）※雨天中止、約３時間30分程度。足元の状況によって
　　　　は中止の場合があります。
受　付　当日、京成大佐倉駅北口へお越しください※事前申し込み
　　　　不要
見　学　本佐倉城跡、勝胤寺、下がり松印旛沼眺望名勝地ほか
　　　　（ゴール：京成酒々井駅）
その他　駐車場はございませんので公共交通機関をご利用ください。
　　　　また運動靴、動きやすい服装でご参加ください。
主　催　酒々井町生涯学習課・佐倉市文化課
協　力　酒々井ふるさとガイドの会・NPO法人まちづくり支援ネ
　　　　ットワーク佐倉
問い合わせ　生涯学習課文化財班☎（４９６）５３３４

本佐倉城跡国史跡指定20周年記念事業

～平成３０年度見学会～
続日本100名城　国史跡　本佐倉城跡

　平成30年９月11日、国史跡本佐倉城跡は国史跡指定20周年を迎えました。この記念の年に、本佐倉城跡や
周辺の関連史跡を散策してみませんか。本年度も佐倉市と酒々井町がタイアップしてご案内いたします。
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～
郷
土
愛
の
心
を
育
む
日
本
一
古
い
町
・
酒
々
井
～

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
景
観
を
つ
く
る

千葉県・酒々井町共催　景観セミナー
人と人のつながりが景観をつくる

～郷土愛の心を育む日本一古い町・酒々井～
　町の景観は、町民一人ひとりの暮らしや営み、様々な事業活動などの積み重ねによってつ
くられてきたものです。これからも良好な景観の保全・形成を進めていくためには、町民・
団体、事業者、行政がそれぞれの役割を認識し、多様な参加・協働により景観まちづくり
を推進していくことが必要不可欠となります。町では、平成29年４月に景観計画を策定し、
平成31年１月に景観条例を施行しました。
　そこで町では、千葉県と共催して景観セミナーを開催し、地域景観資源を活かした景観ま
ちづくりについて考えていきます。

・酒々井町の景観に関する取組　酒々井町まちづくり課
・基調講演　テーマ　連続景観と地域資源の継承 －都市環境と農的環境の共生－
　　　　　  講　師　斎尾　直子氏
　　　　　　　　　　　（東京工業大学建築学系准教授・千葉県景観評価審査委員）
・活動紹介、パネルディスカッション等
　　コーディネーター　　斎尾　直子氏
　　パネリスト　　　　　山本　孝一氏（酒々井ふるさとガイドの会）
                                    立田   文夫氏（墨ウエルカムロード実行委員会）
　　　　　　　　　　　　東京学館高等学校の皆さん
　　　　　　　　　　　　東京工業大学建築学系　大学院生の皆さん

■日　時：３月２３日（土）13時～16時40分（受け付け12時30分～）
■会　場：酒々井町中央公民館　講堂　定員100人（申し込み先着順）　参加費無料
■プログラム：

■申し込み

■問い合わせ：まちづくり課計画整備班☎ 　１５６○内○内 千葉県公園緑地課
ホームページ

　氏名、お住まいの市町村、連絡先および所属している団体があれば団体
名を記入の上、ファクス、電子メールまたは電子申請にて、千葉県公園緑
地課景観づくり推進班までお申し込みください。
・千葉県公園緑地課景観づくり推進班
　☎（２２３）３９９８　 （２２２）６４４７
　　 keikan2@mz.pref.chiba.lg.jp
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後
半
は
、
参
加

者
か
ら
募
集
し
た

テ
ー
マ
を
元
に
、

地
域
福
祉
推
進
に
携
わ
る
方
々
に

よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

　

テ
ー
マ
①
は
、
Ｂ
‐
Ｎ
ｅ
ｔ
に

よ
る
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。
幅
広
い
人
々
を
対

象
に
し
て
い
る
が
、
本
当
に
支
援

を
必
要
と
す
る
貧
困
世
帯
の
子
ど

も
に
届
い
て
い
る
か
、
ま
た
材
料

費
な
ど
運
営
上
の
負
担
に
つ
い
て
、

活
動
に
携
わ
る
順
天
堂
大
学
の
学

生
の
比
氣
理
佐
子
さ
ん
が
実
態
と

悩
み
を
説
明
。
登
壇
者
か
ら
は
、

民
生
委
員
へ
協
力
を
依
頼
し
た
周

知
活
動
の
実
施
や
、
他
団
体
と
の

協
働
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
２
月
３
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
る
酒
々
井
町
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
７
回
を
迎
え
た
今
回
は
、
町

の
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
活
動
さ
れ
る
方
々
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
や
福
祉
団
体
・
事
業
所
の
ブ
ー
ス
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
方
で
賑

わ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
協
議
会
☎
（
４
９
６
）
６
６
３
５
、
健
康
福
祉
課
福
祉
班
☎

１
３
６

　
文
化
ホ
ー
ル
内

で
開
会
式
が
行
わ

れ
た
後
、
前
半
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
①
第
２
期

酒
々
井
町
地
域
福
祉
計
画
・
地
域

福
祉
活
動
計
画
に
つ
い
て
②
基
調

講
演
「〝
我
が
事
・
丸
ご
と
〟
の

地
域
づ
く
り
」
③
し
す
い
ハ
ー
ト

体
操
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
は
、
酒
々
井
町
地
域

福
祉
推
進
委
員
会
委
員
長
と
し
て
、

町
の
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
な
ど

様
々
な
福
祉
活
動
に
協
力
を
さ
れ

て
い
る
、
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学
部
健
康
学
科
先
任
准
教

授
の
松
山
毅
氏
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
松
山
氏
は
、
社
会
福
祉
問
題
を

招
く
社
会
的
孤
立
や
そ
れ
に
よ
る

生
活
困
窮
に
つ
い
て
、
従
来
「
自

己
責
任
」
で
語
ら
れ
た
そ
れ
は
、

そ
の
原
因
を
見
る
と
誰
に
で
も
起

こ
り
う
る
問
題
で
あ
る
と
説
明
。

だ
か
ら
こ
そ
、
社
会
福
祉
問
題
に

つ
い
て
「
他
人
事
」
で
は
な
く
、

「
我
が
事
」
と
し
て
考
え
、
地
域

住
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う

事
と
、
そ
れ
を
支
え
る
支
援
の
重

要
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
②
は
、
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
が
あ
っ
た
際
に
相
談
す
べ

き
窓
口
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
。
登
壇
者
か
ら
は
、

民
生
委
員
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
ま
ず
は
ど
こ
か
へ
一

声
挙
げ
る
事
で
必
要
な
窓
口
へ
繋

げ
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
大

き
な
問
題
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
行

政
を
は
じ
め
、
様
々
な
団
体
が
横

断
的
に
協
働
で
き
る
体
制
を
強
化

す
る
必
要
性
も
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ル
の
外
で
行
わ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
や
な
ん
で
も
相
談
、
町
内

福
祉
団
体
や
事
業
所
の
販
売
・
紹

介
ブ
ー
ス
が
設
営
さ
れ
、
参
加
者

が
交
流
し
な
が
ら
地
域
福
祉
を
学

ん
で
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
創
ろ
う
～
助
け
合
い・支
え
合
う 

福
祉
の
町 

酒
々
井
～

酒
々
井
町
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ⅰ
部 第

７
回

基調講演の様子

比
ひ き

氣理
り さ こ

佐子さん

Ⅱ
部

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
スイベントスペースの

様子
手をつなぐ親の会の

販売ブース

シンポジウム登壇者（上から）
・ 松山　毅氏（順天堂大学ス

ポーツ健康科学部健康学科
先任准教授）

・ 京増　恒氏（酒々井町の豊
かな福祉をつくる会　理事
長）

・ 大西　眞典氏（酒々井町民
生委員・児童委員協議会　
会長）

・ 鎌田　行平氏（社会福祉法
人　鼎　理事長）

・小坂　泰久（酒々井町長）
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宝
く
じ
の
助
成
事
業
は
、
「
一

般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」

が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

充
実
・
強
化
を
図
り
、
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
寄
与
す
る
た
め
に
行
っ
て
い

る
事
業
で
す
。

　
上
岩
橋
の
獅
子
舞
は
町
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
毎
年

４
月
の
第
１
日
曜
日
に
地
区
の
鎮

守
で
あ
る
駒
形
・
菊
賀
・
大
鷲
神

社
で
演
舞・奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
修
理
は
、
長
年
の
使
用

に
よ
り
獅
子
頭
の
破
損
・
痛
み
が

著
し
く
み
ら
れ
て
き
た
た
め
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
り
地
元

に
残
る
貴
重
な
伝
統
の
舞
を
、
後

世
に
継
承
す
る
た
め
の
支
援
を
し

て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
文
化

財
班
☎
（
４
９
６
）
５
３
３
４

上
岩
橋
の
獅
子
舞
の

　
　

 
獅
子
頭
を
修
理
し
ま
し
た

大
室
台
小
学
校
で　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

が

酒
々
井
の
仕
事
人

集
結
！

平
成
30
年
度
の
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
獅
子
舞
３
匹
を
修
理

キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
事
業
と
し
て
町
商
工
会
青
年
部
の
方
々
が
講
義

月
18
日
、
大
室
台
小
学
校

の
６
年
生
を
対
象
に
、
町

商
工
会
青
年
部
の
方
が
「
酒
々
井

の
仕
事
人
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
授

業
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
「
酒
々
井
の
仕
事
人
」
は

酒
々
井
学
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
児
童
た
ち
が
町
の

事
業
所
や
そ
こ
で
働
く
人
々
の
職

業
観
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
の
将

来
や
学
校
で
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

修
理
さ
れ
た
獅
子
頭
…
（
左
か
ら
）

中
獅
子
・
女
獅
子
・
親
獅
子

修
理
さ
れ
た
獅
子
頭

宝くじの助成金で
修理しました。

１

日
は
、
町
の
電
器
店
、
整

骨
院
、
映
像
制
作
会
社
、

石
材
店
、
司
法
書
士
事
務
所
、
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
事

務
所
の
方
々
が
先
生
と
し
て
参
加
。

各
ブ
ー
ス
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕

事
内
容
や
そ
の
仕
事
を
選
ん
だ
理

由
、
児
童
た
ち
の
夢
の
実
現
に
向

け
た
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
授

業
中
だ
け
で
な
く
休
憩
時
間
に
も
、

先
生
た
ち
へ
積
極
的
に
質
問
を
し

て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
学
校

教
育
班
☎

３
１
３

当

　
町
の
歴
史
や
文
化
な
ど
様
々
な

地
域
素
材
を
使
い
、
教
科
な
ど
の

学
習
内
容
と
関
連
付
け
て
作
成
し

た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
実

践
す
る
地
域
学
習
で
す
。

　
学
習
を
通
し
て
、
児
童
た
ち
に

郷
土
へ
の
愛
着
心
や
社
会
に
お
け

る
主
体
性
を
育
む
た
め
、
平
成
29

年
度
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

酒
々
井
学
と
は
…
？

参加された商工会青年部の皆さん
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たこあげ大会の
様子

参加した子どもたち

親
子
た
こ
づ
く
り
教
室
・

　
　

た
こ
あ
げ
大
会
が
開
催

文芸コーナー

俳 句

短 歌

一い
っ
か花

よ
り
心
解
か
る
ゝ
梅
早
し　
　
　
　
　
　
鈴
木　
遊
琴

そ
れ
ぞ
れ
に
背
負
ふ
も
の
あ
り
初
詣　
　
　
　
迎
田　
正
子

木
々
透
き
て
居
間
に
射
し
来
る
初
日
か
な　
　
梅
澤　
波
葉

垣
根
越
し
妖
し
く
光
る
竜
の
玉　
　
　
　
　
樺
山
す
け
あ
き

柏
手
の
心
に
響
く
初
詣　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒　
　
裕
子

生
き
る
と
は
長
き
旅
な
り
去こ

ぞ年
今こ

と
し年　
　
　
　
榎　
　
利
美

頬
を
さ
す
極ご
く
げ
つ月

の
風
身
に
受
け
て
銀
座
シ
ッ
ク
ス
能
楽
堂
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
尾
み
ち
子

平
成
の
始
ま
る
年
に
移
り
来
て
喜
怒
哀
楽
を
知
る
地
に
老
ゆ
る　
　
　
　
　
　
　
　
増
田　
冴
子

ふ
る
時
計
捨
て
む
と
す
れ
ば
チ
ク
タ
ク
と
ゴ
ミ
の
袋
で
刻と

き

を
き
ざ
み
ぬ　
　
　
　
　
山
内　
千
枝

木
枯
ら
し
に
群む

れ

な
す
白
鳥
脅お

び

え
し
か
ざ
わ
め
き
俄に

わ

か
に
高
ま
り
て
ゆ
く　
　
　
　
　
竹
下　
康
子

よ
り
添
い
て
吾わ

れ

の
背
中
を
ポ
ン
と
押
し
「
大
丈
夫
よ
」
と
妻
の
一
言　
　
　
　
　
　
横
山　
　
誠

　社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会へ、次のとおりご寄付を
いただきました。（敬称略）

（金銭）・木曜の部屋　１万３千５００円
　　　・匿名２件　　２千円

ありがとう

　
２
月
15
日
、
91
人
の
参
加
者
が
一
堂
に
会
し
、「
七
草
粥
を
食
べ
る
会
」
が
中
央
公
民

館
講
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
町
郷
土
研
究
会
の
主
催
で
行
わ
れ
、
町
内

で
採
れ
た
米
や
野
草
な
ど
を
使
っ
た
七
草
粥
や
天
ぷ
ら
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
参
加
し
て
い
る
と
い
う
方
は
、「
七
草
粥
が
と
て
も
美
味
し
く
て
、
い
つ
も
本
当

に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

七
草
粥
を
食
べ
る
会

　

 

町
で
採
れ
た
春
の
味
覚
を
満
喫

春の味覚をいただきます！ 振る舞われた料理

91人が参加した会場の様子

　
１
月
20
日
、
親
子
た
こ
づ
く
り

教
室
と
た
こ
あ
げ
大
会
が
、
酒
々

井
小
学
校
の
体
育
館
と
同
校
校
庭

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
10
組
の
親
子
な
ど
が
参

加
し
、
午
前
中
に
体
育
館
で
町
青

少
年
相
談
員
の
方
々
の
指
導
の
下
、

た
こ
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
た

こ
に
は
、今
年
の
干
支
で
あ
る
イ
ノ

シ
シ
の
絵
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
冬
晴
れ
の
暖
か
い

日
差
し
の
下
、
手
作
り
た
こ
を
使

用
し
た
た
こ
あ
げ
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
は
じ
め
は
風
も
弱
く
苦

戦
し
た
様
子
で
し
た
が
、
後
半
に

な
る
と
風
も
強
ま
り
、
優
勝
者
の

た
こ
は
30
分
以
上
も
空
に
揚
が
っ

て
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
（
４
９
６
）
５
３

３
４
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③
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
（
該
当
す
る
方

は
、
６
月
６
日
㈭
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
印
鑑
を
持
参
し
て
免
除
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。）

注
意
事
項

①
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
一
日
に
検
診
の
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
希
望
日
に
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

③
６
月
上
旬
ご
ろ
に
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
２
８
５

－

８
５
１
０　
酒
々
井
町
中
央
台

４

－

10

－

１　
☎
（
４
９
６
）
０
０
９
０

（
４
９
６
）
８
４
５
３ 

 kenkou

＠town.
shisui.chiba.jp

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

読
み
込
め
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん・乳
が
ん
検
診
申
し
込
み
受
け
付
け
中

　
子
宮
頸
が
ん
と
乳
が
ん
検
診
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

検
診
日
程　
〈
表
１
〉
の
と
お
り

※
検
診
日
は
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
都
合
の
悪
い
場
合
は
変
更
で
き
ま
す

の
で
、
受
診
票
が
届
き
次
第
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
の
必
要
な
方

①
検
診
を
初
め
て
受
け
る
方

②
昨
年
受
け
て
い
な
い
方
※
子
宮
頸
が
ん
検

診
に
つ
い
て
は
、
２
年
間
受
け
て
い
な
い
方

受
付
時
間

子
宮
頸
が
ん
検
診

９
時
～
11
時
、
12
時
45
分
～
14
時

酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０

問い合わせ

乳
が
ん
検
診

８
時
45
分
～
11
時
、
12
時
45
分
～
14
時

対
象
年
齢

子
宮
頸
が
ん
検
診　
20
歳
以
上
の
奇
数
歳
の

女
性

※
昨
年
度
受
け
て
い
な
い
方
は
、
偶
数
歳
で

も
受
診
で
き
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

40
歳
代
の
奇
数
歳
・
50
歳
以
上
の
女
性

乳
が
ん
検
診
（
エ
コ
ー
）

40
歳
代
の
偶
数
歳
・
30
歳
代
の
女
性

※
40
歳
代
の
乳
が
ん
検
診
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
と
エ
コ
ー
の
交
互
検
診
で
す
。

申
込
期
間　
５
月
31
日
㈮
ま
で

申
込
方
法　
必
要
事
項
（
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
申
し
込
み
検

診
名
）
を
記
入
し
、
次
の
方
法
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

①
ハ
ガ
キ
（
５
月
31
日
㈮
必
着
）、
②
Ｅ
メ
ー

ル
、③
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
、④
電
話
、

⑤
フ
ァ
ク
ス

検
診
費
用

子
宮
頸
が
ん
検
診　
１
０
０
０
円

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

１
０
０
０
円

乳
が
ん
検
診
（
エ
コ
ー
）　
１
０
０
０
円

※
検
診
当
日
に
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
方

次
に
該
当
す
る
方
は
、
検
診
費
用
が
無
料
と

な
り
ま
す
。

①
75
歳
以
上
（
昭
和
19
年
12
月
31
日
以
前
生

ま
れ
）
の
方
（
手
続
き
は
不
要
で
す
。）

②
生
活
保
護
世
帯
の
方
（
検
診
当
日
、
生
活

保
護
受
給
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を

　
　
全
戸
配
布
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
か
ら
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
が

一
目
で
わ
か
る「
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
３
月
終
わ
り
の
回
覧
で
全
戸
配
布
い
た
し

ま
す
。

　
３
月
15
日
㈮
以
降
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

や
健
康
福
祉
課
窓
口
で
配
布
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
３
月
は
、
自
殺
で
亡
く
な
る
方
の
数
が
最

も
多
い
月
で
す
。
こ
こ
ろ
の
悩
み
を
抱
え
た

り
、
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た

の
ご
家
族
・
友
人
・
同
僚
・
周
り
の
人
は
、

こ
こ
ろ
の
悩
み
を
抱
え
た
り
、
自
殺
に
つ
い

て
思
い
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

・
千
葉
い
の
ち
の
電
話
☎
（
２
２
７
）
３
９

０
０

・
千
葉
い
の
ち
の
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
ー

ル
相
談

https://w
w

w
.chiba-inochi.

jp/・よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
24
時
間
対
応
）

☎
０
１
２
０
（
２
７
９
）
３
３
８

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

日
　
程

検
診
の
種
類

６
月
18
日
㈫
子
宮
頸
が
ん

６
月
26
日
㈬
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
）

６
月
27
日
㈭
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
・
エ
コ
ー
）

６
月
28
日
㈮
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

７
月
３
日
㈬
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
・
エ
コ
ー
）

７
月
19
日
㈮
乳
が
ん
（
エ
コ
ー
）

７
月
24
日
㈬
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

＜表 1＞子宮頸がん、乳がん検診日程

3
月
は

「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」で
す

　
な
ぜ
、
40
歳
代
に
エ
コ
ー
検
査
？

　
40
歳
代
の
場
合
、
乳
房
の
中
に
あ
る

乳
腺
の
濃
度
に
よ
っ
て
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査
で
は
病
変
が
わ
か
り
づ
ら
い

人
が
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
査
と
エ
コ
ー
検
査
を
交
互
に

行
う
こ
と
が
有
効
で
す
。
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会場：保健センター

今月の行事

　　予防接種　委託医療機関で実施中

◎印旛郡市小児初期急病診療所（0 〜 15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受け付けは、診療終了の15分前までです。
　受診の際は、必ず受付時間内でお願いします。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時〜翌日6時
☎＃8000　ダイヤル電話からは☎（242）9939
◎救急安心電話相談 平日、土曜日：18時〜23時
日曜日、祝日、GW、年末年始：９時～２３時
☎＃7009　ダイヤル電話からは０３（6735）8305

※来診する際は、事前に電話を入れ、保険証を持参してください。 

診療日時
診　療　日 診療時間

月曜日～土曜日 19時～翌日６時
日曜日・祝日

12月29日～１月３日
　　  ９時～17時
　　 19時～翌日６時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内　　科
小 児 科

月曜日～土曜日 19時～23時
日曜日・祝日
８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時
19時～23時

外　　科
日曜日・祝日・振替休日
８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時

歯　　科 ３月21日 10時～17時

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・不活化ポリオ（単
抗原）・４種混合・日本脳炎・ヒブ・小児
用肺炎球菌・水痘・B 型肝炎

小学校６年生 ジフテリア破傷風混合
小学校６年生～
高校 1 年生女子 ヒトパピローマウイルス感染症

高齢者 肺炎球菌

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受け付けは、診療終了の15分前までです。

町
民
の
た
め
の

　
　
　

が
ん
セ
ミ
ナ
ー

　
が
ん
に
つ
い
て
、
専
門
の
先
生
の
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時　
３
月
２
日
㈯　
13
時
30
分
～
16
時

会
　
場　
も
り
ん
ぴ
あ
こ
う
づ
２
階
Ｍ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
×
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル

内
　
容

①
13
時
30
分
～
14
時
10
分
「
知
っ
て
ト
ク
す

る
乳
が
ん
の
話
し
」

乳
腺
外
科
副
部
長　
尾
内　
康
英
医
師

②
14
時
10
分
～
14
時
50
分
「
知
っ
て
お
き
た

い
大
腸
が
ん
」

外
科
副
部
長　
清
水　
公
雄
医
師

③
15
時
～
15
時
40
分
「
み
ん
な
で
学
ぼ
う
肺

が
ん
診
療
」

呼
吸
器
外
科
部
長　
澁
谷　
潔
医
師

参
加
費　
無
料

定
　
員　
先
着
２
０
０
人

問
い
合
わ
せ　
成
田
赤
十
字
病
院
地
域
連
携

課
☎
０
４
７
６
（
２
２
）
９
９
５
０

　
成
田
赤
十
字
病
院
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
健
康
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

公
開
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
、
困
ら
な
い
よ
う
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
　
時　
３
月
10
日
㈰　
14
時
～
15
時
30
分

（
開
場
13
時
30
分
）

会
　
場　
ボ
ン
ベ
ル
タ
成
田
店
１
階
バ
ス
停

側
特
設
会
場

日 内　　　容 時　　　間

6日㈬
乳
児
相
談

10か月児
Ｈ30. 4月生

受付
10時～11時

4か月児
Ｈ30. 10月生

受付
13時30分～14時30分

20日㈬ 3歳児健康診査
H27.8月・9月生

受付
12時45分～13時15分

4日㈪
11日㈪
18日㈪
25日㈪

健康相談・歯科健康相談 9時30分～11時

日　時　３月10日㈰　10時～11時45分
　　　　　　　　　　 13時～16時
会　場　酒々井プレミアム・アウトレット
※今回の献血は400ミリリットルのみです。お買
い物帰りにぜひご協力をお願いします。

献血にご協力を

内
　
容
　「
予
防
接
種
は
な
ぜ
必
要
か　
～

い
つ
や
る
の
？
今
で
し
ょ
！
～
」

講
　
師　
成
田
赤
十
字
病
院
新
生
児
科
第
一

部
長　
戸
石　
悟
司
医
師

参
加
費　
無
料

定
　
員　
な
し
※
当
日
会
場
へ
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
成
田
赤
十
字
病
院
社
会
課
公

開
講
座
「
予
防
接
種
は
な
ぜ
必
要
か
」
宛　

☎
０
４
７
６
（
２
２
）
２
３
１
１

７
５
０
２

成
田
赤
十
字
病
院

　
　
　
　
　
公
開
講
座
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　３月24日㈰に第38回佐倉朝日健康マ
ラソン大会が開催されます。９時30分
に多くのランナーが佐倉市岩名運動公
園陸上競技場をスタートします。 
　大会当日は、フルマラソンコースと
なる中平橋付近（酒々井町中川付近か
ら印西市平賀方面）で９時40分から11
時頃まで通行止めとなります。
　周辺道路も一部で交通規制（９時30
分～15時30分頃）が実施されます。 
　ご迷惑をおかけしますが、路上駐車
の禁止やコースの安全確保などへのご
協力をお願いいたします。
問い合わせ　佐倉朝日健康マラソン大
会実行委員会事務局☎（４８５）２９
２９

対象　平成31年４月１日時点で13歳以
上で、身体障害者手帳または療育手帳
（詳細は要問合せ）の交付を受けてい
る町内在住の方
締め切り　３月８日㈮
申し込み、問い合わせ　健康福祉課福
祉班☎ １３５

募集人数　若干名
対象　18歳以上（高校生不可）の方
業務内容　喫茶業務・物品の販売等
勤務期間　４月１日㈪～２０２０年３
月31日㈫
勤務時間　10時～16時、週２～３日
賃金　時給９３０円  
申込方法　経済環境課へお申し込みく
ださい。後日履歴書（写真添付）を持
参いただき、面接を行います。
問い合わせ　経済環境課商工観光班☎

３４６

土地・家屋価格等帳簿の縦覧　4月1日㈪～5月7日㈫
固定資産課税台帳の閲覧　　 4月1日㈪～随時
平成31年度の固定資産税納税通知書は4月10日㈬に発送予定です。

問い合わせ　税務住民課資産税班☎　114・115内

納付期限
11月30日㈮まで

納税には便利な口座振替を

今月の納期

国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料

第５期
第５期

固定資産税・都市計画税
国民健康保険税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

3月の

相　談　名 日　時 ・ 会　場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談
７日㈭ 　13時～16時
社会福祉協議会の窓口までお越しください。

社会福祉協議会☎（４９６）６６３５　
※町内在住の方に限ります。
※どちらの相談も相談日の 3 日前までに電話予約が必要です。

（先着順１日６件まで）法律相談
14日㈭、28日㈭　13時～16時
社会福祉協議会の窓口までお越しください。

人権相談 12日㈫　13時～16時　役場西庁舎２階第1会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

身体障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３３
相談員・小出喜市さん、里見弘美さん

知的障害者相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３３
相談員・福田美千代さん

障害者差別相談 月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時
印旛健康福祉センター☎（４８６）５９９１
　　　　　　　　　     （２２２）４１３３
健康福祉課福祉班☎ １３５

子ども相談（町） 12日㈫　13時～16時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

子ども相談（県）
月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～16時
印旛健康福祉センター家庭児童相談室

印旛健康福祉センター地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます。

就学・教育・
いじめ相談

月曜日～金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 学校教育課学校教育班☎ ３１２
※電話による相談もできます。

家庭教育相談 毎週木曜日、金曜日（祝休日を除く）　９時～17時 生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※電話による相談もできます。※相談日以外でもご連絡ください。

消費生活相談
 ５日㈫
19日㈫　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室 経済環境課商工観光班☎ ３４６

子育て電話相談
岩橋保育園　月曜日～金曜日（祝休日を除く）
　　　　　　９時～17時　中央保育園　※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

年金相談 14日㈭　10時～15時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課国保年金班☎ １２１・１２２

募 集

平成31年度千葉県障害者
スポーツ大会参加者募集

しすい・ハーブガーデン
スタッフ募集

日時 種目 会場

５月26日   
㈰

陸上 県総合スポーツセ
ンター陸上競技場

卓球 県総合スポーツ
センター体育館

６月２日
㈰ 水泳 県国際総合水泳場

６月８日
㈯

サ ウ ン ド
テ ー ブ ル
テニス

県障害者スポーツ
レクリエーション
センター体育室、
多目的室

アーチェリー 船橋アーチェリー
レンジ

６月９日
㈰ ボウリング ＶＥＧＡアサヒボ

ウリングセンター

６月29日
㈯

フットベース
ボール

県総合スポーツ
センター軟式野
球 場 、 ソ フ ト
ボール場

３月24日㈰９時40分から
中平橋が通行止めに

－第38回佐倉朝日健康マラソン－
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販売場所　まがり家、大谷酒店、ひだ
まり・他
主催　ＮＰＯ法人輝け酒々井まちづく
り研究会
問い合わせ　ＮＰＯ法人輝け酒々井ま
ちづくり研究会　山本☎０８０（２５
６６）３２３３、住民協働課活動推進
班☎ ３６３

　「酒々井お花見寄席」を新元号が発
表される前日に開催します。会社・学
校は年度末。新しい年度を迎える前に
大いに笑って気分一新しませんか。
日時　３月31日㈰ 　開場13時、開演13時
30分～16時
会場　中央公民館講堂
参加費　無料
主催　五色豆 
問い合わせ　山岸文雄☎０９０（１６
９４）３８０２、住民協働課活動推進
班☎ ３６１

　しすいオレンジカフェは、認知症の
方やそのご家族、認知症に関心のある
方など、誰でも参加でき楽しく過ごせ
る場所です。出入り自由ですのでお気
軽にご参加ください。
日時　３月30日㈯　10時～12時
会場　プリミエール酒々井　
　今月は10時30分～11時30分まで「認
知症サポーター養成講座」を開催しま
す。
参加費　無料（コーヒー、紅茶、クッ
キーなど提供）
問い合わせ　酒々井町地域包括支援セ
ンター（役場西庁舎１階内）☎（４８
１）６３９３

　現在、ボランティア保険に加入され
ている方（個人、団体）、災害ボラン
ティア保険に加入されている個人の方
は、３月31日㈰に補償期間が終了とな
ります。４月以降に継続してボラティ

日時・会場　①３月２日㈯　13時30分～
16時、佐倉市中央公民館②３月17日㈰
13時30分～16時、四街道市総合福祉セ
ンター
申し込み・参加費　不要（初参加の時
のみ、テキスト代1,200円）
※どなたでも参加できます。
※すべて要約筆記（話を要約して、ス
クリーンに映す）でサポートします。
問い合わせ　ＮＰＯ千葉県中途失聴者・
難聴者協会印旛事務所 （４６１）６
５３３☎０４７（４３２）８０３９（
本部事務所）

 

　飯積の伊豆神社には、安産のご利益
があると地域の人々に親しまれている
子安神社のほか、千葉県の古木50選に
も選ばれた、樹齢およそ７５０年とい
われる町指定文化財『飯積の大杉』が
あることで知られています。
　当日は、手作り甘酒の無料配布（10
時～14時）や、ミニぞうり（先着30人）
のプレゼントがあります。
問い合わせ　篠原嘉男☎（４９６）０
２８６

　ＮＰＯ法人輝け酒々井まちづくり研
究会は、長い歴史があり、国際的にも
活躍している明治大学マンドリン倶楽
部によるコンサートを開催します。若
者たちが奏でる力強く豊かな広がりを
持ったマンドリンの響きに心和ませ地
域の人たちの交流と共に世代間の交流
の輪が更に広がって行くようにとの願
いを込めたコンサートです。
※駐車場数が少ないため、公共交通機
関の利用にご協力ください。
日時　４月21日㈰　14時30分開演
会場　プリミエール酒々井文化ホール
定員　３５０人（申し込み先着順）
チケット　一般：前売り券2,000円、
当日券2,500円、高校生以下：前売り
券1,000円

ア活動を行う方は、３月15日㈮までに
保険加入の手続きをお願いします。
　新規にボランティア活動をする方（
個人、団体）や被災地でボランティア
活動を行う方もボランティア登録およ
び保険加入の手続きをお願いします。
問い合わせ　社会福祉協議会☎（４９
６）６６３５

　ちば My Style Diaryは、千葉県が配
信する、結婚、妊娠・出産、育児のラ
イフステージにある皆さんを応援する
無料のスマートフォンアプリです。
・支援サービスの情報をお届け！
アプリで登録した市町村から、イベン
トなどの情報が配信されます。
・ＷＥＢで24時間受け付け！
妊娠のこと、子どもの気になる身体の
症状…さまざまなお悩みに専門家がお
答えします。
・カレンダーで一括管理！
生理日や予防接種日などをカレンダー
で一括管理できます。
主な機能　自治体が実施するイベント
情報などの配信、健康・育児に関する
24時間ＷＥＢ相談、基礎体温の管理や
健診の記録、子どもの予防接種管理、
婚活・妊活・子育てコラム、妊活中・
妊娠中・幼児食レシピ、婚活Ｑ＆Ａ

ダウンロードはこちらから

問い合わせ　千葉県健康福祉部子育て
支援課☎（２２３）２６５６

朝市 夕市

木曜市
木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

朝市 夕市

木曜市

朝　市＝役場駐車場（6時40分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）

木曜市＝東酒々井直売所（10時～正午）

毎週日曜日開催
朝　市＝役場駐車場（6時30分～）
夕　市＝上野作歩道橋東酒々井側（15時～）インフォメーション

催し・講座

ボランティア保険の
加入手続きについて

 第23回
酒々井お花見寄席

お知らせ

中途失聴・難聴者のみなさんへ
手話学習会＆ミニ懇談会

３月のしすいオレンジカフェ
認知症を地域で支えよう

出かけてみませんか！
３月19日㈫は飯積の
伊豆神社の祭礼です

若人が奏でる珠玉の響き
明治大学マンドリン倶楽部

コンサートin酒々井

無料スマートフォンアプリ
「ちば My Style Diary」を配信中！
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【税務住民課】
住民票・戸籍・印鑑証明等の交付、印鑑登録・戸籍届
書の受付（転入・転出等の住民異動に係るものは除く）、
納税・所得・固定資産等各種証明書の交付、納税相談、
収納（町税・国民健康保険税）

休日窓口開庁日　31日㈰　8:30 ～ 12:00

酒々井町子育て支援センター　あいあい
子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー子育て支援活用カレンダー 3月

３月のプリミエール酒々井

●蔵書検索はこちらから
https://www.tosyokan.town.shisui.chiba.jp

休館日　文化ホール　4、11、18、22、25日　　　　  　
　　　　 図書館　　  4、11、18、21、22、25日
問い合わせ　プリミエール酒々井 ☎（４９６）８６８１
　　　　　　図書館 ☎（４９６）８６８２

おはなし会　　　９日㈯　10時30分～
　　　　　　　　24日㈰　15時～
わらべうたの会　14日㈭　10時30分～

図書館

しょうえん「こども こそだてルーム」
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みんなおいでよ！園庭開放

会場・問い合わせ　昭苑こども園　☎（３１２）４７９７、
☎（４９６）３２３８
※乳児用園庭開放　随時実施中
※幼児用園庭全面開放日　3月1日㈮　10時～11時30分

日　　時 内　　　容
  4日㈪ 10時30分 読み聞かせ（関口さん）
  5日㈫ 11時 ふれあい遊び
  7日㈭・11日 ㈪
  ①10時②10時30分
  ③11時

作って遊ぼう「フォトコラージュ」
※各回定員８名（要予約）
※材料費100円

12日㈫ 10時45分 保健センター　子育て講話『計測』
14日㈭ 10時30分 音楽で遊ぼう（国吉さん）
18日㈪ 11時 誕生会
25日㈪ 10時30分 折り紙の会
※3/28㈭の9時から11時はスタッフ会議のため、保育士は不在です。
会場・問い合わせ　酒々井町子育て支援センター　あいあい
☎（２９０）９７９０

日　　時 内　　　容
  7日㈭ 10時10分 はじめて見学会
11日㈪ 10時30分 ベビーマッサージ

13日㈬ 10時30分 作ってあそぼう！
おさんぽあおむし

16日㈯ ９時45分 土曜開放日

26日㈫ 10時10分 保育士講話
『トイレトレーニングについて』

25日㈪～29日㈮ 10時 子育てリサイクルデー
（中古の玩具衣類等）

保　育　園 開催日 内　　容 対 象

岩橋保育園
☎（481）7021 13日㈬ 親子で体操 乳

幼
児
と
保
護
者

中央保育園
☎（496）1274

  6日㈬ 大型紙芝居

13日㈬ 読み聞かせ

時間　９時～11時　問い合わせは各保育園へ

節分の豆まき
鬼は～外！

　　福は～内！
　２月１日、毎年恒例の節分の豆まきが町立中央
保育園、町立岩橋保育園の両園で行われました。
　園児たちは、鬼退治のために用意した豆をもって、
鬼が現れるのを今か今かと待っていました。
　園内に大きな声が響き渡り、いかにも怖そうな
赤鬼・青鬼が現れると、園児たちはみんなで
「鬼は外」と、鬼にも負けない大きな声を出し
ながら鬼めがけて豆を投げ、見事に鬼を退治しま
した。
　これで今年も一年、みんな元気に過ごすことが
出来ますね。

赤鬼に豆を投げる園児たち（岩橋保育園）

みんなで青鬼退治「鬼は～外！」（中央保育園）


